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この「社協だより」は、共同募金の配分金によって作成したものです。

社協マークの意味
社会福祉および社協の
「社」を図案化し、「手を
とりあって、明るいしあ
わせな社会を建設する
姿」を表現しています。

九州、心をひとつに。
　７月５日から６日にかけて、福岡県と大分県を中心とする九州北部で、記録的な集中豪
雨が発生し、甚大な被害をもたらしました。
　連日の厳しい暑さの中、被害が大きかった地域では、住民の方々が、避難所での生活を
余儀なくされ、未だ、手がつけられないままの家屋も多く残されていました。

　社会福祉協議会では、予期せぬ災害に備え、九州の社協間で、連携・協働して被災地の
災害支援に取り組むための、『災害支援協定』を締結しており、広川町社会福祉協議会か
らも、東峰村福井地区に開設された「東峰村災害ボランティアセンター宝珠山サテライ
ト」へ、職員派遣を行いました。
　現地では、被災者からの支援要請の受付や、全国から駆け付けたボランティアの受け入
れ、活動先の調整、送り出しなどをはじめとした『災害ボランティアセンター』の運営支
援に携わり、関わられた全ての人の温さと、そして、支援の難しさを痛感いたしました。
　また、この度の九州豪雨災害に伴い、本会（広川町保健・福祉センターはなやぎの里１
階）の窓口に『福岡県・大分県豪雨災害義援金』の募金箱を設置いたしましたところ、住
民の皆さまから、たくさんのご寄付をいただいております。
　お寄せいただきました義援金は、福岡県共同募金会を通して、被災地の復旧・復興支援
に役立てられます。
　被災された地域の一日も早い復旧・復興を心から願い、皆さまとともに、私共も、それ
ぞれが、できる限りの支援を継続していきたいと考えております。

九州北部豪雨により亡くなられた皆様に謹んで哀悼の意を表しますとともに、

被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

九州北部豪雨により亡くなられた皆様に謹んで哀悼の意を表しますとともに、

被災された皆様に心からお見舞い申し上げます。

～東峰村災害ボランティアセンターへの職員派遣～～東峰村災害ボランティアセンターへの職員派遣～

▲東峰村災害ボランティアセンター宝珠山サテライト（７月30日撮）▲東峰村災害ボランティアセンター宝珠山サテライト（７月30日撮）

▲災害ボランティアセンター活動の様子▲災害ボランティアセンター活動の様子 ▲災害ボランティアセンター活動の様子▲災害ボランティアセンター活動の様子

Ｎo.86
※携帯のカメラで読み取っ

　てください

　広川社協ホームページ

　ＱＲコード

　　QRL→http://hirokawashakyou.jp
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広川町社会福祉協議会
平成28年度　事業報告

　平成28年度も、基本理念である「だれもが安心して健やかに暮らし続けていけるまちづくり」
の実現に向けて、多種多様化する地域や住民の福祉ニーズ、その他あらゆる福祉課題を積極的にと
らえ専門性を持って対応し、福祉サービスの創造、事業推進に努めてまいりました。

No.86　平成 29年９月１日

基本目標 1

基本目標 2

みんなで支え合うまちづくり

みんなが暮らしやすいまちづくり

目標達成のための主な取り組み
●住民、福祉関係団体、事業者、行政、社協が役割分担をし

ながら、“ふくしのまちづくり”に取り組む地域包括ケア
システムの構築に向け、生活支援コーディネーターを設置
し、住民主体の福祉活動の推進を図ることを目的とした「住
民福祉座談会」や「地域カフェ」を実施しました。

●住民の自立した在宅生活を支えるため、質の高い在宅福祉
サービスの提供・介護予防の推進に取り組みました。また、
関係機関と連携し、サービス調整を図りながら、総合的な
ケア体制の推進に取り組みました。

●地域の高齢者が健康で生きがいのある生活を送り、高齢者
自身がその推進に取り組むことを目的とした「ひろかわ健
康隊養成講座」を開催し、高齢者の生きがい健康づくり、
高齢者が活躍できる地域づくりの推進に取り組みました。

●福祉関係団体と地域福祉の重要性をともに考え、よりよい
“ふくしのまちづくり”を進めていくために、団体活動の
支援を行いました。

目標達成のための主な取り組み
●地域で暮らす認知症の方、またその家族の悩みごとや心配

ごとに関する相談に応じるとともに、住民や様々な専門機
関との連携のもと、「認知症講演会」や「介護者カフェ」（平
成29年度から、誰でも集える「オレンジカフェ」へ移行）
を開催し、支え合う仕組みづくりに取り組みました。

●一人暮らしや高齢者夫婦世帯の実態把握訪問を行い、高齢
者の生活課題、福祉課題の早期発見・早期対応に努めました。

●認知症、知的障がい、精神障がい等で、判断能力が不十分
なため、日常生活でお困りの方が、地域で安心して生活で
きるよう、福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理の
支援を行いました。

●広川町の福祉関連情報が「誰でも、いつでも、どこにいて
も」効果的に得られ、幅広く周知されることを目的に、広
報誌やホームページ等の様々な手段を用いて、福祉関連情
報発信の充実を図りました。



広川町社会福祉協議会
平成28年度　事業報告
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基本目標 3 みんなで守り合うまちづくり

目標達成のための主な取り組み
●平成28年４月に発生した熊本地震における福岡県内社会

福祉協議会の災害支援として、益城町災害ボランティアセ
ンターに職員を派遣し、災害ボランティアセンターの運営
支援を行いました。

●地域のサロン活動や福祉教育、ボランティア活動を通して、
誰もが気軽に社会参加できる仕組みづくりに取り組みまし
た。

●町協働推進課と広川町ボランティア活動センター体制強化
検討会議を開催し、平成29年度からの３カ年計画として、

『広川町ボランティア活動センター運営計画』を策定しま
した。

●生活資金に困窮し、支援を必要とする生活困難者に対し、
暮らしの再建と、次なる支援へのつなぎを支える仕組みと
して、福祉資金の貸付け・緊急的な食糧支援を行いました。

平成28年度　資金収支決算

平成29年度　資金収支予算

歳入
193,081
（単位：千円）

会費収入 545千円 0.28%前期末支払資金残高
7,051千円 3.65%

障害福祉サービス
事業収入
802千円 0.42%

受取利息配当金収入
25千円 0.01%

その他の収入
987千円 0.51%

経常経費補助金収入
35,425千円
18.35%

受託金収入
54,674千円
28.32%

介護保険事業収入
61,177千円
31.68%

基金積立資産
取崩収入

25,650千円
13.28%

寄付金収入 4,010千円 2.08%

事業収入 2,735千円 1.42%

歳出
193,081
（単位：千円）

その他の支出 2,502千円 1.30%
当期末支払資金残高 17,056千円 8.83%

事務費支出
11,332千円 5.87%

共同募金事業費支出 5,915千円 3.06%

助成金支出 1,296千円 0.67%

負担金支出 345千円 0.18%

人件費支出
110,796千円
57.38%事業費支出

43,839千円
22.70

歳入
194,474
（単位：千円）

会費収入 543千円 0.28%前期末支払資金残高
16,688千円 8.58%

障害福祉サービス
事業収入
730千円 0.38%

受取利息配当金収入
30千円 0.02%

その他の収入
944千円 0.49% 経常経費補助金収入

36,167千円
18.60%

受託金収入
60,492千円
31.11%

介護保険事業収入
58,074千円
29.86%

基金積立資産取崩収入
6,467千円 3.33%

経理区分間繰入
7,536千円 3.88% 寄付金収入 4,000千円 2.06%

事業収入 2,803千円 1.44%

歳出
194,474
（単位：千円）

その他の支出 2,540千円 1.31%

経理区分間繰出 7,536千円 3.88%
当期末支払資金残高 16,688千円 8.58%

事務費支出
12,154千円 6.25%

共同募金事業費支出 6,047千円 3.11%

助成金支出 1,361千円 0.70%

負担金支出 293千円 0.15%

人件費支出
112,445千円
57,82%事業費支出

35,410千円
18.21%



印刷所　株式会社　佐賀印刷社

施設区分
施設使用料（1 時間） 冷暖房使用料

（1 時間）町内者 町外者

多目的ホール 1,200円 2,400円 1,000円

調理実習室※ 700円 1,400円 600円

会議室 （和室） 300円 600円 200円

会議室（洋室） 300円 600円 200円

※調理実習室の利用時間は９時00分～17時00分です。

「はなやぎの里」の施設使用料
★入館料金 （開館時間は９時00分～17時00分です）

はなやぎの里では、ご入浴のほか、マッサージチェア、
休憩室もご利用いただけます。
※休憩室の利用時間は９時 00 分～16 時 00 分です。
※入浴時間は 10 時 00 分～ 16 時 00 分です。
※就学前のお子さまについては入館無料です。
※休憩室への飲食物の持ち込みは可能です。

★各部屋料金表
（利用時間は９時00分～22時00分です）
はなやぎの里では以下のお部屋を
ご利用いただけます。予約状況は
お電話でご確認いただけます。

問い合わせ先
　広川町社会福祉協議会（総務・地域福祉係）
　【電話】0943-32-3768

町内の方 100 円 町外の方 200 円
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　去る７月 27 日（木）、広川町出身で、現
在は川崎市の塗装会社『日東塗装』において、
会長を務められている馬場信博様から、広
川町社会福祉協議会へ「広川町の福祉の推
進に役立ててほしい」と、50 万円のご寄付
をいただきました。
　寄付者のご意思を尊重させていただき、
一人暮らしの高齢者が、地域で孤立するこ
となく、地域のつながりの中で暮らしてい
くことを目的として実施しております『ひ
とり暮らし高齢者のつどい』や、結婚５０
周年を迎えられたご夫婦をお祝いする『合
同金婚式』等に活用させていただきます。
　地域福祉推進へのご理解・ご協力に、心
から厚く御礼申し上げます。

福祉のまちづくりに向けて
～ 寄付へのお礼 ～


